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DEデータ流通改⾰タスク

ICT部会ICT部会

CAE先端技術研究タスク

デジタルエンジニアリング分科会デジタルエンジニアリング分科会 DE分科会中期計画検討

新規活動テーマ検討・提案

ものづくり標準データ推進協議会

機械学習/CAEなど先端技術開発用クラウドの調査・
ベンチマークにより、業界のクラウド活用技術の底上げ

先

総合政策委員会総合政策委員会

デジタルエンジニアリング分科会の活動

業界企業間のデジタルエンジニアリング(DE)データ流通
の標準的な手法・運用を提案する

協標

協標



1．活動の背景・目的
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 各社でCAEに限らない先端技術開発・研究用途でパブリッククラウドサービスの活用が進んでい
る。

 本活動も、CAE/国スパコン活用からより範囲の広い先端技術研究-クラウド活用技術研究を
テーマとし、国際競争⼒の強化に努めたい。（ 国スパコンも広義には国営クラウド ）

【先端技術開発⽤インフラ₋クラウド調査】

各社において先端技術の開発のために素早く用意できるインフ
ラとして、クラウド利⽤を始めているが、各社試⾏錯誤の段階で
ある。そこで各社共通の先進技術調査テーマとして、以下の調
査・ベンチマークを実施し、知⾒の共有、クラウド活⽤技術の底
上げを図る。

①機械学習/CAEなど先端技術開発用インフラ₋クラウド調査

② CPU/GPUベンチマーク

-先進技術のためのインフラ構成指針(ガイド)

CAE先端技術研究タスク 24年度 活動内容
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CAE
機械学習 AI

自動運転

技術・知⾒底上げ
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大日程

6

2023年 2024年 2025年
2026年
〜

CAE先端技術
研究タスク

クラウド
先端技術

調査

成果報告成果報告 成果報告
活動まとめ

次期活動
継続？

評価テーマ
検討

先端技術
評価 ①

クラウド
先端技術

調査

評価テーマ
検討

先端技術
評価 ②

クラウド
先端技術

調査

評価テーマ
検討

先端技術
評価 ③

 機械学習 AIなどクラウドでできる新技術は日進月歩で充実してきている。

 本活動は中期的に3か年活動とし、年単位で取り上げたい先端技術テーマを選定し、クラウド上
での検証、技術評価を⾏いたい。

 得られた知⾒は参加各社で共有し、先端技術およびクラウド活⽤技術の知⾒・国際競争⼒の底
上げを図る。

実績 : CAEソフト
クラウドGPU性能検証

例 : AI活用 設計改善技術 例 :自動運転CAE環境
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自工会

ベンダーとりまとめ : 電通総研

CAEソフトベンダー クラウドベンダー

 ANSYS
 Siemens
 Dassault
 JSOL
 ヴァイナス
他…

 AWS
 Microsoft
 Google
 Oracle
 NVIDIA

電通総研 クラウドベンダー CAEソフトベンダー
に協⼒頂き、活動を推進

活動体制
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⾃動⾞メーカー 10社より委員が参加



2．活動内容と成果
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24年度は各社要望が多いAI技術を検証候補として取り組むこととした

9月に実施内容を確定し、下期から検証実施

1．生成AI GTP活用検討 - 24年度新規

将来の期待）AI技術活⽤により、多⼤な労⼒がかかっていた設計開発業務での分
析・調査・情報収集・ドキュメント作成などの作業が省⼒化・品質向上できる

24年度 検証課題
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# GPTに聞いてみました。
Q :生成AI と通常のAI との違いを教えてください。

A :生成AIと通常のAIの違いは、生成AIはテキストや画像などのデータを生成することに特化したAIであり、例えば
文章や画像を自動生成することが可能です。一方、通常のAIは主にデータの分析や予測、意思決定の支援など幅
広いタスクに使用されます。
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24年度上期の活動
• 電通総研協⼒の下、Microsoft はじめクラウド関係ベンダーより、⾃動⾞業界に限らな
い先端技術の適⽤事例をヒアリング

• 自工会各社より具体的にやってみたいAI活⽤題材を持ち寄り、データ準備・難易度か
ら実施可否を検討
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GPT4o ⽂章だけでなく画像認識もできる 社内データを利⽤してAIの回答能⼒向上
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自工会各社のAI活用案 アイデア出し

• 自工会各社より持ち寄った具体的にやってみたいAI活用題材

• CAEに限らない、幅広い製品開発業務での活用アイデアが出てきた
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No 題材タイトル 題材のインプット形式
マルチモー
ダル性

1 情報の差異抽出 テキスト/画像/動画 ◎

2 CAE結果のレポート作成 テキスト/画像/動画 ◎

3 スクリプトの自動生成 テキスト △

4 専⾨⽤語に関するワードを中間翻訳的な⽴場から翻訳 テキスト/画像 〇

5 ソフトウェアのバージョン間キーワードチェック テキスト/画像 〇

6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す テキスト/画像 〇

7 CAEモデルのメッシュ良否判定 テキスト/画像 〇

8 CAE部隊から設計/実験部門に問い合わせる内容 テキスト/画像/動画 ◎

9 特定CAEアプリやサーバーエラーの情報をインプットすることでの原因判断 テキスト/画像 〇

10 HPC環境構築に必要な作業のヘルプと利⽤リソース配分 テキスト/画像 〇

11 CAEモデリングの設定指南やガイドをサマリー/レポーティングさせる テキスト/画像/動画 ◎

12 応答解析などの結果を⾒せ、過去の参照元を参考に対策や原因を提案させる テキスト/画像/動画 ◎

今回紹介テーマ
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実⾏環境

• Azure OpenAIのPlayGround環境（電通総研のクローズド環境）を利⽤
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プロンプト⼊⼒
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1 情報の差異抽出
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非公開
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1 情報の差異抽出
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非公開
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1 情報の差異抽出
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あまり細かい説明はせずにINPUTした場合

非公開
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1 情報の差異抽出
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回答評価

• 解析結果の違いは細かに分析/提起できている

• 実際にはグリルやバンパー形状の変更はしていないが、それも可能性として挙げている

• 負圧部（⻘⾊）が多いと剥離が起きて空気抵抗が落ちるが、パターン２の⽅が良い結果だと誤認

非公開
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1 情報の差異抽出
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より良い回答を得るためのINPUTの工夫

• 負圧領域と分布の広がりについての解釈の前提条件をINPUT

非公開
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1 情報の差異抽出
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回答評価

• 負圧領域と分布の広がりについての前提条件を元に追加パターンの結果判断ができている

• ただしエンジニアリング知識は⼗分ではなく、常識的・定性的な回答に留まる

まだまだお勉強が必要
エンジニアリング知識はどう
やって⾝に付ける︖
お役⽴ち度 ★☆☆

非公開
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3 スクリプトの自動生成
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• プロンプト①

• PBS Worksの実⾏スクリプトを作りたいです。下記の条件で作ってくれますか︖

• 実⾏環境:LINUX

• 実⾏CAEソルバー︓COMSOL

• CAEソルバーのバージョン︓5.6

• ジョブ名︓sample

• キュー名︓queue

• ライセンスサーバーはLICENSE_Aを参照させること

• リソース︓2台のノードを利⽤して、各10core使い、プロセス数は各5プロセス

• COMSOLの環境変数設定も忘れずに

• COMSOLジョブ実⾏のコマンドも⼊⼒
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3 スクリプトの自動生成
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• プロンプト①

• PBS Worksの実⾏スクリプトを作りたいです。下記の条件で作ってくれますか︖

> 結果 : 実⾏スクリプトを説明⽂付きで⾃動⽣成

スクリプトのひな型作成
ソフトや環境変更時のメンテナンス修正

などに有用
お役⽴ち度 ★★☆
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4 専⾨⽤語に関するワードを中間翻訳的な⽴場から翻訳
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• 題材説明︓実際に社内で使⽤しているCAE導入提案ドキュメントを対象に、内容をサマリーして提案させる

1. 文字やグラフの読み取りからいかに情報を抽出できるか

2. 背景情報、投資内容、効果について書かれた提案書の要約ができるか

3. 的確に専門用語をピックアップし、わかりやすい表現にする際、CAEに詳しくない第三者の観点などをくみ取り、何
をしたいのかわかる表現となっているのか

︖

詳細なCAE導入提案ドキュメント（一部）
CAEに詳しくない人・えらい人がぱっとわかる

要約1枚ドキュメント
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4 専⾨⽤語に関するワードを中間翻訳的な⽴場から翻訳
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回答評価

• やってほしいことを 『 丁寧に 』 お願いすることにより、いい感じに要約してくれる。

• 図やグラフからも言いたい事を読み取って表現してくれる。

• CAE専⾨家でなくともわかりやすく表現できる⾔語能⼒がある。もちろん英語化も得意。

わかりやすい提案書の作成
ヘルプ・英語化ヘルプに有用

お役⽴ち度 ★★★
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6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す
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• プロンプト①

• ⾃動⾞開発に関連する法規対応についてお伺いします。⾃動⾞の運転席のメー
ターについて各国の法規要件をまとめてくれますか︖

> 結果 : 各国の法規要件を的確に回答 出典元の情報サイトも教えてくれる
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6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す
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• プロンプト③

• 今までまとめてもらった内容も考慮して、添付の画像が日本の法規要件に合致し
ているか、詳細にチェックしてくれますか︖
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6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す
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• プロンプト③

• 今までまとめてもらった内容も考慮して、添付の画像が日本の法規要件に合致し
ているか、詳細にチェックしてくれますか︖

> 結果 : もっともらしくチェックしてくれる
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6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す
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• 題材説明︓メーター設計要件の法規に準拠したチェック

• インプットと法規をあえて合わないものを⼊れて、どれだけの精度でチェックできるか、
および「合致していない」という結果を出せるか試してみる。

• 例︓メルセデスベンツEクラス、日産セレナ e-power

引⽤元︓https://autoc-one.jp/special/359454/photo/0021.html#google_vignette

引⽤元︓https://www.webcg.net/articles/gallery/47368#google_vignette
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6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す
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回答評価

• 視覚情報から得られる情報を元に、速度計以外にも燃料計、温度計、警告灯、⾔語等、細かくチェックし
てくれる
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6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す
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回答評価

• 速度計、オドメーター等が法規に合致していないことを理解している
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6 法規対応における着目点をユーザーにアドバイスとして返す
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回答評価

• 参照元URLリンクを、リンク切れ等ない状態で提⽰可能

• 参考資料（ガイドライン等）の明⽰も同時に⾏っている

各国法規対応チェック
下調べの省⼒化に期待
お役⽴ち度 ★★★
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9 サーバーエラーの情報をインプットすることでの原因判断
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• 題材説明︓VDI/TeraTermそれぞれのログインエラー時のキャプチャを出し、解決策を提案させる

• 解決策が得られない場合は情報は段階的に渡し、どの段階で所望される対策を提案できるか検証する
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9 サーバーエラーの情報をインプットすることでの原因判断
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回答評価

• VDIログインエラー問題を理解し、エラー原因を述べている

• 想定していたセッション起因の解決策と提案ができている 想定回答︓サーバ側でセッションをリセット,再度ログイン
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9 サーバーエラーの情報をインプットすることでの原因判断
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回答評価

• TeraTermのPagent起因のエラーだということを理解し、エラー原因を述べている

• 想定していた解決策の提案ができている 想定回答︓秘密鍵を読み込ませ、パスフレーズを⼊⼒してログイン

ヘルプ調べるよりGPTに聞
いたほうが早いかも︖
お役⽴ち度 ★★★
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10 HPC環境構築に必要な作業のヘルプ
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• 題材説明︓絵情報から内容を読み取りAWS/AzureでのHPC環境構築⽅法の出⼒を試す

• プロンプトの与え⽅は下記のように進め、段階的に回答の精度を確認する

1. システム構成図をChat-GPT Visionに読ませて、AWSクラウド上でHPC環境の構築⽅法を出⼒する。

2. 同システム構成図でAzureやOCIに置き換えたHPC環境の構築⽅法を出⼒する。
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10 HPC環境構築に必要な作業のヘルプ
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回答評価

• 想定される各作業の明確化をAWSベースで回答可能

• 細かに解説しつつ、サンプルスクリプトも提示してくれている

• 実際の構築作業以外にも、サポートや教育的な観点からも手順を提示してくれている
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10 HPC環境構築に必要な作業のヘルプ

Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.35

回答評価

• 想定される各作業の明確化をAzureベースで回答可能

• 細かに解説しつつ、サンプルスクリプトも提示してくれている

• 実際の構築作業以外にも、サポートや教育的な観点からも手順を提示してくれている

有能過ぎてちょっと怖くなっ
てきました (-_-;)
お役⽴ち度 ★★☆
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開発現場でのAI活用検証総評
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• 広く⼀般に公開されている情報については、よく学習しており適切な回答を返す。鵜呑み
にするのは危険だが、多大な工数がかかる情報集めや調査の補助ツールとしての有用性
は十分に感じられた。

• ⼀般の⼈には解りにくい資料を読み取って解りやすく要約してくれる理解⼒・⽂才もある。

• CAEや分析ノウハウ、設計意図のように情報が広く公開されていないお題では間違いや
理解度の低い回答になる。

• 専⾨知識が必要なお題でも、CAE結果画像の優劣判断など評価の前提条件をINPUT
しておくと、AIが学習しより適切な回答が得られる。

> 社内の専⾨知識DBの参照など、INPUTの工夫により有用性を高められる可能性あり。



3．今後の活動内容
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大日程
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2026年
〜

CAE先端技術
研究タスク

クラウド
先端技術

調査

成果報告

次期活動
継続？

評価テーマ
検討

先端技術
評価 ①

クラウド
先端技術

調査

評価テーマ
検討

先端技術
評価 ②

クラウド
先端技術

調査

評価テーマ
検討

先端技術
評価 ③

 機械学習 AIなどクラウドでできる新技術は日進月歩で充実してきている。

 本活動は中期的に3か年活動とし、年単位で取り上げたい先端技術テーマを選定し、クラウド上
での検証、技術評価を⾏いたい。

 得られた知⾒は参加各社で共有し、先端技術およびクラウド活⽤技術の知⾒・国際競争⼒の底
上げを図る。

実績 : CAEソフト
クラウドGPU性能検証

実績 : AI活用
活用アイデア検証

例 : AI活用 実用技術検証

成果報告 成果報告
活動まとめ
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4．まとめ
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⾃⼯会各社知⾒の底上げのため、クラウド先端技術検証を共同で

実施。手法の有効性確認、将来課題の明確化含め、成果を上げる

ことができた。

実施にあたり、電通総研様・マイクロソフト様はじめ関係各所の皆様

には、多⼤なご協⼒を頂きました。ここに深く感謝いたします。

まとめ
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ご清聴ありがとうございました

引き続きJAMA活動へのご理解とご協⼒を

宜しくお願い致します
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